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今月の定例会は

3月

6月

12月
9月

本会議動画
配信中

議会だよりが
読めるアプリ

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
12月定例会の傍聴者数のべ112人、ライブ配信再生回数861回  録画配信再生回数362回(1/28時点)  

　議会の一般質問を傍聴しました。傍聴の機会は2回目です。内容として祭り事業

への予算については、大津町の祭り、イベントを第一線で動いている身としてはとて

もありがたい内容でした。問答がスムーズなのは事前に質問が通達してあり、回答

が準備してあるんだろうと、国会と同様で町のバージョンを聞くのは楽しくも思いま

す。しかし、回答を準備してある上で質問に対して本質な部分での回答なのかとい

う疑問も残り、簡単に回答できない問答もあるとは分かる上で、回答ができない問

答を議会でする必要性はどうなんだろうという気持ちもありました。回答ができない

なら当たり障りのない回答より、しっかりと協議した上での回答、そしてそれに対す

る問答を聞きたいという感想もありました。

　どちらにしても、文面では見ない、気付かない内容を議会では聞いて把握できる

ので貴重な経験だなと思いました。

　一般質問、始めて傍聴させていただきましたが、町長との意見のやり取り、色々

な問題の深いところまでのやり取りが凄いな、と思いました。

　こちら側が色々な問題を投げ掛けないと、問題は何も解決しないままなんだな

と思いました。

令和8年2月16日  第114号  発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

3月2日(月)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　3月2日（月）～19日（木）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

　本年は、大津町が町村合併をして、70年となり、

熊本地震から10年となる節目の年です。阿蘇くまもと

空港アクセス鉄道の整備計画、大津町振興総合計画、

大津町都市計画マスタープランなど、これからの大津

町の計画が進められる年でもあります。議会だよりも

町民の方々にわかりやすく町や議会の取り組みを伝え

られるように編集できればと思っております。              

　　　　　　　　　　　　　　　　（村山龍一）

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

議会を傍聴して貴重な体験ができました。

大津町商工会青年部
部長　黒田　晃さん

インスタ
開設しました

公式インスタグラム開設
フォローお願いします。

　「議員って日頃どんなことをしているの」との声をいただき、それに
応えるため大津町議会で公式インスタグラムを開設しました。インスタ
グラム内では議員の紹介や活動を動画などで分かりやすく紹介してい
きます。ぜひ、フォローをお願いします。

矢護川団地 魅力向上プロジェクト ウォールアートの様子

こんな意見も
ありました



23 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

※上に挙げた予算以外にも特別会計含め様々な事業予算が上程され
可決となりました。

令和７年度１２月補正予算
　１２月定例会は、１２月４日から１８日の１５日間の会期で開催され、町長提
案の一般会計をはじめとする条例４件、規約の一部変更１件、指定管理の指
定２件、補正予算８件、最終日に追加された補正予算１件、人事案件３件の計
１9件が審議され、可決されました。
 また、一般会計では５億４千万円が増額補正され合計２０２億５,９４７万円と
なりました。

議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。

大津町議会 検 索

一般会計補正内容（抜粋）

子育て支援について――――――――――――

町営住宅について――――――――――

・物価高対応子育て応援手当支給事業

・あけぼの団地９号棟屋上防水シート改修工事

災害復旧について―――――――――――
・町道杉水原水線法面崩壊災害復旧工事

・農業用施設災害復旧工事

１億6,007万円

２,３５５万円

当初予算720万円 ➡ 補正後1,360万円

補正前３００万円 ➡ ２,１００万円
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大津町老人福祉センターの指定管理者の指定について
大津町楽善ふれあいプラザの指定管理者の指定について
大津町工業用水道事業会計補正予算（第１号）について

大津町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について
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　　こども誰でも通園制度の実施について、
看護師、准看護師、保健師または助産師や喀
痰吸引などの研修を行った職員を用意できる
園がどれくらいあるのか。

　　医療的ケアが必要なこどもたちに対する
体制について、大津保育園は配置済、今後、各
私立保育園等も必要であれば配置していただ
く。

問 答

　　こども誰でも通園制度の先行自治体で
は利用時間が10時間では足りないとの声も
ある。複数自治体の事例や課題を事前に十分
調査し、独自の対策を行っていく方がいいの
ではないか。

　　他自治体の先行事例は調査しており、特
に子どもが環境に慣れる点を重視している。
まずは受皿確保を優先し、国の制度に沿って
実施しながら、状況に応じて検討していく。

問 答

　　今年度初めに遡及する職員給与増額が
途中退職者にも適用されるならば、条例の附
則に明記したほうがより明確になるのではな
いか。

　　条例への明記は、今のままでも問題ない

が、他自治体も確認、研究し次回考える。

問
答

　　町老人福祉センターの指定管理による
サービス向上や経費面の具体的な効果、増額
した管理料の要因と内容、審査で高評価だっ
た点と課題を明示してもらいたい。 

　　サービスは向上したが、物価高や設備保守
費の増額で経費が膨らんでいる。審査では事業
提案や安全管理の評価が高いが利用拡大の工
夫など利用者以外の意見反映が課題である。

問 答

　　老人福祉センター指定管理料に、老朽化

にともなう修繕費が含まれているのか。

　　前回、修繕費を計上していたが3分の1程
度しか使われていない。今回も修繕費は含ま
れている。

問 答

　　ガスヒートポンプの納入可否を確認せ
ず、2億円超の契約を結び、完成期限も見通
せず凍結に至った対応は、行政の認識の甘さ
を示している。また、この説明で本当に町民
は納得するのか。

　　工期の設定に当たり設計コンサルタント
が納入状況を調査。必要となる機械、電気設
備、建築工事など、期間を見積もったうえで適
正な工期を設定していると認識している。

問 答

　　町民グラウンドはAコート、Cコートの利
用頻度が高いが、なぜBコートの改修を行うの
か。また、利用者や指定管理との協議は行った
のか。

　　Bコートは砕石が出てきており危険な状
況のため先に補修を行う。利用者との協議は
行ってないが、指定管理者とは協議している。

問 答

　　鳥子川１号マンホールポンプ復旧工事は
６７０万円だが、今までは、１号ポンプがなくて
も他のポンプで補えていたのか。今回の復旧
工事はなぜするのか。

　　以前は今回の範囲内に居住者がいたため
マンホールポンプを設置していたが、不在とな
り撤去した。今回、住宅の建設により復旧す
る。

問 答

　　浄化センターの通報装置が故障した場
合、早期の察知ができなくなり、発見が遅れ、
ポンプの故障など事故につながるが、具体的
な対応を問う。

　　対応としては下水道課の職員が、毎日電
話で確認をし、また、管理業者も週２回から３
回現地で確認を行っている。

問 答

　　水源地造成に伴う取水量増加が地下水保
全に与える影響をどのように考えるか。あわ
せて、令和11年度以降に見込まれる約1000
㎥増加の根拠について説明を求める。

　　地下水保全条例に基づき、取水量に見合
う100％の涵養対策を実施する方針で、町有
林の涵養量を活用する。取水量増加は需要量
調査により既存設備では不足することがわ
かった。

問 答

　　工業用水道事業の第5水源地の増設によ
る経営戦略はどうなるのか。それに伴う下水
道の管路は大丈夫なのか。

　　工業用水道の経営戦略は見直す。排水量
の増加分は下水道の管に余裕があるので問
題ない。

問 答

議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）

本会議動画配信

山部 良二
議員

やま べ    りょうじ

豊瀨 和久
議員

とよ  せ    かずひさ

田代 元気
議員

た しろ　げん  き

にしかわ　ひでつぐ

 川 秀貢
議員

岩下 啓史
議員

いわした　けい  し

三宮 美香
議員

さんのみや    み   か

時松 智弘
議員

ときまつ　とも ひろ

大塚 勝二
議員

おおつか  かつ  じ

山本 富二夫
議員

やまもと　 ふ    じ    お

村山 龍一
議員

むら やま りゅういち

佐藤 真二
議員

さ  とう  しん  じ

そきゅう

たん

かく



23 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

※上に挙げた予算以外にも特別会計含め様々な事業予算が上程され
可決となりました。

令和７年度１２月補正予算
　１２月定例会は、１２月４日から１８日の１５日間の会期で開催され、町長提
案の一般会計をはじめとする条例４件、規約の一部変更１件、指定管理の指
定２件、補正予算８件、最終日に追加された補正予算１件、人事案件３件の計
１9件が審議され、可決されました。
 また、一般会計では５億４千万円が増額補正され合計２０２億５,９４７万円と
なりました。

議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。

大津町議会 検 索

一般会計補正内容（抜粋）

子育て支援について――――――――――――

町営住宅について――――――――――

・物価高対応子育て応援手当支給事業

・あけぼの団地９号棟屋上防水シート改修工事

災害復旧について―――――――――――
・町道杉水原水線法面崩壊災害復旧工事

・農業用施設災害復旧工事

１億6,007万円

２,３５５万円

当初予算720万円 ➡ 補正後1,360万円

補正前３００万円 ➡ ２,１００万円
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大津町老人福祉センターの指定管理者の指定について
大津町楽善ふれあいプラザの指定管理者の指定について
大津町工業用水道事業会計補正予算（第１号）について

大津町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について
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　　こども誰でも通園制度の実施について、
看護師、准看護師、保健師または助産師や喀
痰吸引などの研修を行った職員を用意できる
園がどれくらいあるのか。

　　医療的ケアが必要なこどもたちに対する
体制について、大津保育園は配置済、今後、各
私立保育園等も必要であれば配置していただ
く。

問 答

　　こども誰でも通園制度の先行自治体で
は利用時間が10時間では足りないとの声も
ある。複数自治体の事例や課題を事前に十分
調査し、独自の対策を行っていく方がいいの
ではないか。

　　他自治体の先行事例は調査しており、特
に子どもが環境に慣れる点を重視している。
まずは受皿確保を優先し、国の制度に沿って
実施しながら、状況に応じて検討していく。

問 答

　　今年度初めに遡及する職員給与増額が
途中退職者にも適用されるならば、条例の附
則に明記したほうがより明確になるのではな
いか。

　　条例への明記は、今のままでも問題ない

が、他自治体も確認、研究し次回考える。

問
答

　　町老人福祉センターの指定管理による
サービス向上や経費面の具体的な効果、増額
した管理料の要因と内容、審査で高評価だっ
た点と課題を明示してもらいたい。 
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　障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

と
保
護
者
が
安
心
し
て
小
学

校
入
学
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提

供
は
重
要
だ
。
本
町
で
は
現

行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
進
路
選
択
の
初
期
段
階

に
は
十
分
と
言
え
な
い
部
分

が
あ
る
。

　今
後
、
通
常
学
級
を
含
む

各
学
び
の
場
の
支
援
内
容
や

一
日
の
流
れ
、
事
例
な
ど
の

ほ
か
卒
業
後
の
支
援
な
ど
の

状
況
も
見
通
せ
る
よ
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
改
善
を
行
う
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
保
護
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
進
め
て
い
き

た
い
。      

　
　

  （
教
育
長
）

　
　
入
学
は
保
護
者
に
と
っ

て
大
き
な
節
目
で
あ
り
、
進

路
選
択
に
不
安
を
抱
え
る
声

が
多
く
聞
か
れ
る
。
通
常
学

級
・
特
別
支
援
学
級
・
特
別

支
援
学
校
の
特
徴
や
支
援
内

容
、
相
談
先
、
先
輩
家
庭
の

体
験
談
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
「
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
の
小
学
校
入
学
ガ

イ
ド
」
を
町
が
作
成
し
、
デ

ジ
タ
ル
版
も
併
せ
て
提
供
す

る
こ
と
で
、
保
護
者
の
不
安

を
軽
減
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
び
始
め
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

Q

A

障がいのある子どもの小学校入学ガイドを作成すべき
より包括的で分かりやすいガイドへ改善したい

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・全国手話検定受験料への助成について
・障がいのある方に対する避難支援について

　
　本
町
は
農
業
工
業
商
業

が
相
互
に
支
え
合
う
農
工
商

併
進
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き

た
。
農
林
業
従
事
者
数
や
総

農
家
数
は
減
少
傾
向
が
続
く

が
、
経
営
耕
地
の
面
積
や
乳

業
の
頭
数
は
お
お
む
ね
維
持

な
い
し
拡
大
し
て
い
る
。
農

林
業
振
興
の
取
組
を「
継
続
」

「
短
期
」「
中
期
」「
長
期
」

で
整
理
し
、５
年
後
10
年
後
、

さ
ら
に
そ
の
先
の
姿
を
見
据

え
着
実
に
進
め
て
い
く
。
林

業
も
生
産
基
盤
の
整
備
や
適

切
な
森
林
管
理
を
進
め
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
間
伐
や

基
盤
整
備
に
加
え
、
担
い
手

の
育
成
や
管
理
体
制
な

ど
に
活
用
し
た
い
。
今

後
も
町
民
懇
談
会
や
農

業
団
体
の
生
の
意
見
も

聞
い
て
い
き
た
い
。

     

　
　
　
　

 （
町
長
）

　
　
全
国
で
農
業
従
事
者

が
、
５
年
前
の
調
査
と
比
べ

25
％
減
少
し
、
熊
本
県
で
は

24
％
減
っ
た
と
報
道
が
あ
っ

た
。
町
内
の
農
家
数
は
、
平

成
12
年
は
千
百
戸
か
ら
15
年

後
の
平
成
27
年
で
６
５
２
戸

と
半
減
し
て
い
る
。
経
営
耕

地
面
積
は
10
％
減
少
し
た
。

林
野
面
積
も
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
農
林
業
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
農

林
業
関
係
者
の
声
を
ど
の
よ

う
に
聞
い
て
い
く
の
か
。
林

業
振
興
の
た
め
に
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
す
る
の
か
。

その他の質問

Q

A

大津町の農林業振興をどのように進めていくのか
農林業関係者の生の声を聞いて継続的に着実に進めていく

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A

・「町の道路整備」について

タ
ー
に
よ
る
作
業
で
は
追
い

つ
か
ず
、
町
が
予
算
を
か
け

て
、
改
修
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
　運
動
場
は
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
教
育
施
設
で
あ

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
屋

外
避
難
所
と
し
て
も
重
要
な

施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。　引

き
続
き
各
学
校
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
様
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
繁
茂
が
厳
し
い
長
期
休

業
中
の
期
間
に
重
点
を
置
い

た
管
理
に
つ
い
て
早
急
に
検

討
し
て
い
く
。     （
教
育
長
）

　
　
町
内
小
中
学
校
の
運
動

場
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

中
央
に
ま
で
雑
草
が
生
い

茂
っ
て
お
り
、
体
育
の
授
業

や
社
会
体
育
で
の
利
用
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
今
定
例
会
の
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
の
現
地
確
認

に
お
い
て
も
全
学
校
を
訪
問

し
、
委
員
会
と
し
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
状
況
で
、
学
校
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
状
況
は
悪
く
な
っ
て
い

る
。

　
現
在
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
愛
校
作

業
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

Q

A

児童生徒が安心して利用できる取り組みを
学校と連携し、適切な管理・運営に努める

田代　元気議員
たしろ　  げんき

Q

A

その他の質問
・プレミアム商品券について
・子育て支援拠点設置に伴う防犯対策について

町政を問う 12月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中15人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを質すのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
ただ

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 67
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審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 67
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点 
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一
般
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委
員
会
視
察
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尚
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大
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高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
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か
ら
の

政
策
提
言

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

　大津小学校運動場
出典：インクルネット西宮HPより



制
度
に
基
づ
く
女
性
の
定
期

接
種
や
検
診
受
診
率
の
向

上
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

丁
寧
な
情
報
提
供
に
力
を
入

れ
て
い
く
。
男
性
接
種
に
つ
い

て
も
、
国
の
制
度
動
向
や
先

行
自
治
体
の
事
例
を
注
視
し

な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
検

討
材
料
を
整
理
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　現
行
制
度
の
中
で
、
女

性
の
定
期
接
種
の
利
用
を
一

層
進
め
る
こ
と
を
当
面
の
最

優
先
の
取
組
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
て
、
現
時
点
で
新
た

に
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
対
す
る
公
費
助
成
制

度
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
　（健
康
福
祉
部
長
）

　
　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸

が
ん
だ
け
で
な
く
、
男
女
接

種
を
行
う
こ
と
で
中
咽
頭
が

ん
な
ど
の
予
防
効
果
が
あ
り

費
用
対
効
果
の
極
め
て
高
い

政
策
で
あ
る
。
将
来
の
医
療

費
抑
制
や
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
女

性
は
国
の
公
的
助
成
に
よ
り

接
種
し
て
い
る
が
、
男
性
接

種
を
含
め
た
中
長
期
的
な
予

防
施
策
と
、
正
確
な
情
報
発

信
の
必
要
性
が
大
事
で
は
な

い
か
。
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
町
長
に
問
う
。

　
　
命
と
健
康
を
守
る
観
点

か
ら
こ
の
課
題
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
ま
ず
は
国

QA

A

男性へのHPVワクチンの公費導入を
男性への公費助成制度は考えていない

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

その他の質問
・小中学校の少人数学級化
・教職員働き方改革について
・喫煙所の設置について

　
　警
察
や
交
通
安
全
関
係

団
体
と
連
携
し
、
交
通
安
全

講
話
や
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
法
改
正
を
機
に
、

取
締
り
で
は
な
く
命
を
守
る

意
識
の
共
有
を
重
視
し
、
学

校
・
地
域
・
警
察
が
連
携
し

た
分
か
り
や
す
い
周
知
や
多

言
語
対
応
も
含
め
、
事
故
防

止
に
取
り
組
む
。     （
町
長
）

　
　小
中
学
校
で
は
発
達
段

階
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育

を
実
施
し
て
い
る
。
青
切
符

制
度
導
入
を
踏
ま
え
、
信
号

無
視
や
右
側
通
行
の
危
険
性

な
ど
を
具
体
的
に
指
導
し
、

成
長
段
階
で
の
意
識
の
切
り

替
え
や
家
庭
・
地
域
と
連
携

し
た
安
全
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。     （
教
育
長
）  

　
　
道
路
交
通
法
改
正
に
よ

り
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
自

転
車
の
交
通
反
則
通
告
制
度

（
青
切
符
）
が
導
入
さ
れ
る
。

自
転
車
関
連
事
故
は
全
交
通

事
故
の
２
割
を
超
え
、
信
号

無
視
や
右
側
通
行
、
一
時
不

停
止
な
ど
に
反
則
金
が
科
さ

れ
る
。
16
歳
以
上
が
対
象
だ

が
、
実
質
的
に
は
家
庭
へ
の

影
響
も
大
き
く
、
小
中
学
生

を
含
む
町
民
全
体
へ
の
交
通

ル
ー
ル
の
再
徹
底
と
安
全
教

育
が
急
務
で
あ
る
。
町
と
し

て
、
学
校
・
警
察
・
地
域
と

連
携
し
、
自
転
車
の
安
全
利

用
と
事
故
防
止
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

その他の質問
・役場窓口受付業務時間の見直しと働き方
改革の推進について

Q

AA

自転車交通反則通告制度導入への対応は
家庭・地域と連携し安全対策を図る

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

Q

A

Q

A

あ
る
の
で
は
。
ま
た
、
住
民

説
明
会
で
説
明
は
し
た
の

か
。　

　踏
切
を
立
体
交
差
に
す

る
と
、
い
ず
れ
の
方
式
を
と
っ

た
場
合
で
も
住
宅
地
や
町
役

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
町
の
財
政

や
他
の
基
盤
整
備
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
大
き
く
影
響
す
る
た

め
考
え
て
い
な
い
。一
方
で
安

全
・
渋
滞
対
策
は
進
め
て
い

く
。
遮
断
時
間
や
交
通
量
の

変
化
を
検
証
し
、
遮
断
機
の

更
新
や
視
認
性
の
向
上
な
ど

の
安
全
対
策
や
南
北
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
新
た
な

ル
ー
ト
の
設
定
な
ど

交
通
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
で
、
踏
切
に
過

度
に
車
両
が
集
中
し

な
い
よ
う
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
で
の

改
善
を
図
る
。

　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
現
在
、
肥
後
大
津
〜
宮

地
間
、
上
下
合
わ
せ
て
38
本

の
列
車
が
走
っ
て
い
る
が
、

ア
ク
セ
ス
鉄
道
が
開
業
す
れ

ば
合
わ
せ
て
約
１
６
２
本
の

列
車
が
走
行
す
る
。
大
津
駅

下
り
方
面
最
初
の
踏
切
で
役

場
に
隣
接
し
た
非
常
に
交
通

量
が
多
い
踏
切
で
ア
ク
セ
ス

鉄
道
が
開
業
す
れ
ば
、
朝
夕

の
通
勤
時
間
帯
だ
け
で
は
な

く
一
日
中
渋
滞
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
今
の
整
備
計

画
の
ま
ま
着
工
に
踏
み
切
れ

ば
、
町
民
は
「
未
来
永
劫
」

渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
る
と
思
う

が
立
体
交
差
に
す
る
必
要
が

Q

A

陣内踏切が開かずの踏切に
県と連携し安全対策を進める

山部　良二議員
やま べ　  りょうじ

その他の質問
・調整池の整備について
・インクルーシブ社会の実現へ

利
益
率
を
上
げ
る
た
め
の
技

術
に
触
れ
る
機
会
を
さ
ら
に

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　町
と
し
て
は
、次
の
三
つ

の
方
向
性
で
改
善
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

①
経
営

力
向
上
支
援
の
強
化
、②
民

間
主
催
セ
ミ
ナ
ー
の
情
報
発

信
強
化
、 

③
新
技
術
販
売
戦

略
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
。こ
れ

か
ら
も
農
業
を
続
け
た
い
、子

や
孫
に
継
が
せ
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
稼
げ
る

農
業
経
営
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
。

    （
町
長
・
産
業
振
興
部
長
）

　
　
農
業
に
お
け
る
後
継
者

が
い
る
割
合
は
、
所
得
が
多

い
ほ
ど
高
い
傾
向
に
あ
り
、

農
業
所
得
金
額
が
７
百
万
円

を
超
え
て
く
る
と
段
階
的
に

後
継
者
が
増
加
す
る
。ま
た
、

農
業
を
継
い
で
い
な
い
方
へ

の
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
農
業
で
家
族
を
養
え
る
十

分
な
収
入
が
あ
っ
た
な
ら
継

い
で
い
た
」
と
回
答
さ
れ
た

方
が
全
体
の
半
数
を
占
め
て

お
り
、
稼
げ
る
経
営
体
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

稼
げ
る
農
業
へ
の
転
換
の
た

め
、
農
業
に
お
け
る
普
及
指

導
員
な
ど
と
連
携
協
力
し
、

経
営
に
関
す
る
学
び
の
場
や

Q

A

稼げる農業への転換がさらに必要ではないか
継がせたいと思えるよう農業経営を支えていく

大村　裕一郎議員
おおむら　ゆういちろう

Q

A

その他の質問

89 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

例①：携帯電話使用等　→　12,000円
例②：通行区分違反　　→　  6,000円
例③：一時停止違反　　→　  5,000円
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制
度
に
基
づ
く
女
性
の
定
期

接
種
や
検
診
受
診
率
の
向

上
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

丁
寧
な
情
報
提
供
に
力
を
入

れ
て
い
く
。
男
性
接
種
に
つ
い

て
も
、
国
の
制
度
動
向
や
先

行
自
治
体
の
事
例
を
注
視
し

な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
検

討
材
料
を
整
理
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　現
行
制
度
の
中
で
、
女

性
の
定
期
接
種
の
利
用
を
一

層
進
め
る
こ
と
を
当
面
の
最

優
先
の
取
組
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
て
、
現
時
点
で
新
た

に
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
対
す
る
公
費
助
成
制

度
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
　（健
康
福
祉
部
長
）

　
　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸

が
ん
だ
け
で
な
く
、
男
女
接

種
を
行
う
こ
と
で
中
咽
頭
が

ん
な
ど
の
予
防
効
果
が
あ
り

費
用
対
効
果
の
極
め
て
高
い

政
策
で
あ
る
。
将
来
の
医
療

費
抑
制
や
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
女

性
は
国
の
公
的
助
成
に
よ
り

接
種
し
て
い
る
が
、
男
性
接

種
を
含
め
た
中
長
期
的
な
予

防
施
策
と
、
正
確
な
情
報
発

信
の
必
要
性
が
大
事
で
は
な

い
か
。
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
町
長
に
問
う
。

　
　
命
と
健
康
を
守
る
観
点

か
ら
こ
の
課
題
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
ま
ず
は
国

QA

A

男性へのHPVワクチンの公費導入を
男性への公費助成制度は考えていない

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

その他の質問
・小中学校の少人数学級化
・教職員働き方改革について
・喫煙所の設置について

　
　警
察
や
交
通
安
全
関
係

団
体
と
連
携
し
、
交
通
安
全

講
話
や
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
法
改
正
を
機
に
、

取
締
り
で
は
な
く
命
を
守
る

意
識
の
共
有
を
重
視
し
、
学

校
・
地
域
・
警
察
が
連
携
し

た
分
か
り
や
す
い
周
知
や
多

言
語
対
応
も
含
め
、
事
故
防

止
に
取
り
組
む
。     （
町
長
）

　
　小
中
学
校
で
は
発
達
段

階
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育

を
実
施
し
て
い
る
。
青
切
符

制
度
導
入
を
踏
ま
え
、
信
号

無
視
や
右
側
通
行
の
危
険
性

な
ど
を
具
体
的
に
指
導
し
、

成
長
段
階
で
の
意
識
の
切
り

替
え
や
家
庭
・
地
域
と
連
携

し
た
安
全
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。     （
教
育
長
）  

　
　
道
路
交
通
法
改
正
に
よ

り
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
自

転
車
の
交
通
反
則
通
告
制
度

（
青
切
符
）
が
導
入
さ
れ
る
。

自
転
車
関
連
事
故
は
全
交
通

事
故
の
２
割
を
超
え
、
信
号

無
視
や
右
側
通
行
、
一
時
不

停
止
な
ど
に
反
則
金
が
科
さ

れ
る
。
16
歳
以
上
が
対
象
だ

が
、
実
質
的
に
は
家
庭
へ
の

影
響
も
大
き
く
、
小
中
学
生

を
含
む
町
民
全
体
へ
の
交
通

ル
ー
ル
の
再
徹
底
と
安
全
教

育
が
急
務
で
あ
る
。
町
と
し

て
、
学
校
・
警
察
・
地
域
と

連
携
し
、
自
転
車
の
安
全
利

用
と
事
故
防
止
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

その他の質問
・役場窓口受付業務時間の見直しと働き方
改革の推進について

Q

AA

自転車交通反則通告制度導入への対応は
家庭・地域と連携し安全対策を図る

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

Q

A

Q

A

あ
る
の
で
は
。
ま
た
、
住
民

説
明
会
で
説
明
は
し
た
の

か
。　

　踏
切
を
立
体
交
差
に
す

る
と
、
い
ず
れ
の
方
式
を
と
っ

た
場
合
で
も
住
宅
地
や
町
役

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
町
の
財
政

や
他
の
基
盤
整
備
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
大
き
く
影
響
す
る
た

め
考
え
て
い
な
い
。一
方
で
安

全
・
渋
滞
対
策
は
進
め
て
い

く
。
遮
断
時
間
や
交
通
量
の

変
化
を
検
証
し
、
遮
断
機
の

更
新
や
視
認
性
の
向
上
な
ど

の
安
全
対
策
や
南
北
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
新
た
な

ル
ー
ト
の
設
定
な
ど

交
通
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
で
、
踏
切
に
過

度
に
車
両
が
集
中
し

な
い
よ
う
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
で
の

改
善
を
図
る
。

　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
現
在
、
肥
後
大
津
〜
宮

地
間
、
上
下
合
わ
せ
て
38
本

の
列
車
が
走
っ
て
い
る
が
、

ア
ク
セ
ス
鉄
道
が
開
業
す
れ

ば
合
わ
せ
て
約
１
６
２
本
の

列
車
が
走
行
す
る
。
大
津
駅

下
り
方
面
最
初
の
踏
切
で
役

場
に
隣
接
し
た
非
常
に
交
通

量
が
多
い
踏
切
で
ア
ク
セ
ス

鉄
道
が
開
業
す
れ
ば
、
朝
夕

の
通
勤
時
間
帯
だ
け
で
は
な

く
一
日
中
渋
滞
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
今
の
整
備
計

画
の
ま
ま
着
工
に
踏
み
切
れ

ば
、
町
民
は
「
未
来
永
劫
」

渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
る
と
思
う

が
立
体
交
差
に
す
る
必
要
が

Q

A

陣内踏切が開かずの踏切に
県と連携し安全対策を進める

山部　良二議員
やま べ　  りょうじ

その他の質問
・調整池の整備について
・インクルーシブ社会の実現へ

利
益
率
を
上
げ
る
た
め
の
技

術
に
触
れ
る
機
会
を
さ
ら
に

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　町
と
し
て
は
、次
の
三
つ

の
方
向
性
で
改
善
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

①
経
営

力
向
上
支
援
の
強
化
、②
民

間
主
催
セ
ミ
ナ
ー
の
情
報
発

信
強
化
、 

③
新
技
術
販
売
戦

略
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
。こ
れ

か
ら
も
農
業
を
続
け
た
い
、子

や
孫
に
継
が
せ
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
稼
げ
る

農
業
経
営
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
。
    （

町
長
・
産
業
振
興
部
長
）

　
　
農
業
に
お
け
る
後
継
者

が
い
る
割
合
は
、
所
得
が
多

い
ほ
ど
高
い
傾
向
に
あ
り
、

農
業
所
得
金
額
が
７
百
万
円

を
超
え
て
く
る
と
段
階
的
に

後
継
者
が
増
加
す
る
。ま
た
、

農
業
を
継
い
で
い
な
い
方
へ

の
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
農
業
で
家
族
を
養
え
る
十

分
な
収
入
が
あ
っ
た
な
ら
継

い
で
い
た
」
と
回
答
さ
れ
た

方
が
全
体
の
半
数
を
占
め
て

お
り
、
稼
げ
る
経
営
体
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

稼
げ
る
農
業
へ
の
転
換
の
た

め
、
農
業
に
お
け
る
普
及
指

導
員
な
ど
と
連
携
協
力
し
、

経
営
に
関
す
る
学
び
の
場
や

Q

A

稼げる農業への転換がさらに必要ではないか
継がせたいと思えるよう農業経営を支えていく

大村　裕一郎議員
おおむら　ゆういちろう

Q

A

その他の質問

89 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

例①：携帯電話使用等　→　12,000円
例②：通行区分違反　　→　  6,000円
例③：一時停止違反　　→　  5,000円

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

・位置情報アプリのリアルイベント誘致について
・科学館について

陣 内 踏 切



Q

A

Q

　
　不
登
校
支
援
で
は
学
校

復
帰
の
み
を
目
標
と
せ
ず
、

将
来
の
自
立
や
社
会
参
加
を

見
据
え
た
包
括
的
支
援
を
重

視
し
、
第
三
の
居
場
所
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
出
席
認
定
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

実
証
事
業
を
通
じ
一
定
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
お
り
、

関
係
部
署
や
民
間
団
体
と
連

携
し
継
続
的
な
取
組
を
検
討

す
る
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
学

校
協
働
活
動
の
人
材
確
保
や

保
護
者
支
援
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　
全
国
的
に
不
登
校
児
童

生
徒
が
増
加
す
る
中
、
本
町

に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
不
登
校
支
援
の

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
学

校
外
で
学
ぶ
児
童
生
徒
の
把

握
状
況
、出
席
認
定
の
実
態
、

民
間
施
設
や
子
ど
も
第
三
の

居
場
所
の
周
知
方
法
、学
校・

教
育
委
員
会
と
の
連
携
体
制

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
あ

わ
せ
て
、
お
お
づ
図
書
館
や

オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
で
実
施
さ

れ
た
放
課
後
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
継
続
実
施
、
地
域
学
校

協
働
活
動
に
よ
る
居
場
所
づ

く
り
の
支
援
、
保
護
者
同
士

が
悩
み
を
共
有
で
き
る
場
の

再
開
に
つ
い
て
問
う
。

A

不登校支援と第三の居場所事業の推進を
多様な学びと連携を充実させていく

清原　さおり議員
きよはら

　
　

 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
毒
性
や

長
期
影
響
に
つ
い
て
科
学
的

知
見
が
十
分
で
な
く
、 

国
や

県
の
規
制
も
検
討
途
上
で
あ

る
。
本
町
は
、
健
康
被
害
が

明
確
に
な
る
前
か
ら
対
応
す

る
と
い
う
意
味
で
予
防
原
則

を
重
視
し
つ
つ
、
現
時
点
で

の
県
条
例
の
見
直
し
要
請
は

慎
重
に
判
断
す
る
。一
方
で
、

県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
専
門

家
評
価
の
情
報
共
有
、
住
民

へ
の
丁
寧
な
説
明
、
相
談
体

制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
よ
り
安
全
側
に
立
っ
た

基
準
づ
く
り
を
国
県
に
求

め
、
今
後
の
知
見
次
第
で
は

踏
み
込
ん
だ
対
応
も
検
討
し

て
い
く
。 

　
　
　
　（町
長
）

　
　
50
ｎ
ｇ
／
Ｌ
は
低
濃
度

だ
が
、
世
界
は
さ
ら
に
厳
し

い
規
制
へ
動
い
て
い
る
。 

Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
は
一
度
環
境
に
出
る

と
分
解
さ
れ
ず
、
体
内
に
蓄

積
し
続
け
る
。
極
め
て
厄
介

な
性
質 

を
持
つ
た
め
、
現

在
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
全
体
を
規
制

す
る
方
向
が
世
界
の
潮
流
で

あ
る
。 

私
た
ち
が
、
こ
の
大

津
町
が
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
汚
染

は
長
期
的
に
見
て
、
少
し
ず

つ
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
く
。 

熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
第

７
条
第
１
項
の
規
制
対
象
物

質
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
加
え
る
よ

う
県
に
強
く
求
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q

PFAS規制強化のため県の条例の改正を
慎重な検討が必要だ

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

その他の質問
・空港アクセス鉄道と中間駅開発について
・本町における子供達への自衛隊教育と
名簿の提供について

Q

A

Q

A

10開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 1011

　
　大
津
町
の
持
続
性
を
さ

ら
に
高
め
る
と
い
う
意
味

で
、
中
間
駅
・
周
辺
開
発
は
、

私
自
身
は
必
要
な
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　た
だ
し
、こ
れ
か
ら
、様
々

な
状
況
が
判
明
し
て
く
る
。

そ
こ
も
踏
ま
え
た
上
で
、

し
っ
か
り
と
規
模
内
容
を
見

極
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
い
う
意
味
で
、
有
力
な
選

択
肢
と
言
っ
た
。

　（町
長
）

　
　
現
時
点
で
は
構
想
段
階

だ
が
、
将
来
の
町
に
と
っ
て

有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
。　こ

れ
ま
で
も
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
や
広
報
紙
な
ど
を

通
じ
て
、
段
階
的
に
伝
え
て

き
た
が
、
関
心
の
高
さ
や
影

響
の
大
き
さ
を
踏
ま
え
れ

ば
、
な
お
一
層
丁
寧
な
説
明

が
必
要
だ
。

　
　
　（町
長
） 

　
　
開
発
は
「
有
力
な
選
択

肢
」
だ
と
言
う
が
、
以
前
は

「
必
要
不
可
欠
」
だ
と
言
わ

れ
て
い
た
。こ
の
差
は
何
か
。

その他の質問
・旅費条例の宿泊費の見直し
・下水道使用料の値上げを抑制する計画が必要

Q A

A

中間駅と周辺開発について十分に説明すべき
なお一層の丁寧な説明が必要

佐藤　真二議員
さとう　  しんじ

Q

A

Q

A

を
超
え
る
方
々
が
暮
ら
し
て

い
る
。
本
町
と
し
て
は
外
国

人
と
の
共
生
を
進
め
る
上

で
、
生
活
の
ル
ー
ル
の
見
え

る
化
と
多
言
語
化
や
優
し
い

日
本
語
に
よ
る
わ
か
り
や
す

い
情
報
提
供
、
企
業
連
絡
協

議
会
と
連
携
し
た
取
組
の
推

進
を
大
切
に
し
て
い
く
。
ま

た
、
地
域
で
発
生
し
て
い
る

ゴ
ミ
出
し
や
生
活
マ
ナ
ー
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
文
化
や

習
慣
の
違
い
、
日
本
の
ル
ー

ル
を
知
る
機
会
が
不
十
分
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。
そ
こ
で
外
国
人
住
民
へ

の
支
援
と
同
時
に
、
受
入
側

の
日
本
住
民
へ
の
啓
発
も
含

め
た
双
方
へ
の
理
解
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
誰
に
と
っ

て
も
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
国
内
産
業
の
多
く
が
外

国
人
な
し
で
は
成
り
立
た
な

い
。
熊
本
県
に
お
い
て
技
能

実
習
生
を
含
む
労
働
者
ら
が

地
場
産
業
の
担
い
手
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

　
大
津
町
も
１
２
３
３
人
の

外
国
人
が
住
ん
で
年
々
増
加

し
て
い
る
。
地
域
で
は
、
ご

み
出
し
、
ご
み
分
別
、
ご
み

ポ
イ
捨
て
、
交
通
マ
ナ
ー
の

問
題
が
あ
り
住
民
か
ら
の
苦

情
も
あ
る
と
聞
く
。
今
後
も

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
外
国
人
へ
の
日
本
語
教

育
の
支
援
や
日
本
の
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
の
周
知
を
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
る
し
未
来

に
向
け
た
政
策
が
求
め
ら
れ

る
。　

　国
全
体
で
人
口
減
少
が

加
速
す
る
中
、
本
町
で
も
外

国
人
住
民
の
数
は
急
激
に
増

加
し
て
お
り
、
１
２
０
０
人

QA

外国人受け入れ支援の充実を
多言語化や優しい日本語による情報提供に努める

大塚　益雄議員
おおつか　 ますお

その他の質問
・町の道路管理について

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

おおづ図書館 フリースペース開放

10年前と比較した上位5道県の
外国人住民増加割合

熊本県の都市計画素案より作成
（空港アクセス鉄道(仮)の信号場の位置）

信号場
＝中間駅の位置

県道瀬田竜田線

玉岡城跡

陣内

齊藤牧場●

● ●

●

地域活動支援
センターアンパ

●ネットワーク
大津株式会社

光行寺

207

卍

白川



Q

A

Q

　
　不
登
校
支
援
で
は
学
校

復
帰
の
み
を
目
標
と
せ
ず
、

将
来
の
自
立
や
社
会
参
加
を

見
据
え
た
包
括
的
支
援
を
重

視
し
、
第
三
の
居
場
所
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
出
席
認
定
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

実
証
事
業
を
通
じ
一
定
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
お
り
、

関
係
部
署
や
民
間
団
体
と
連

携
し
継
続
的
な
取
組
を
検
討

す
る
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
学

校
協
働
活
動
の
人
材
確
保
や

保
護
者
支
援
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　
全
国
的
に
不
登
校
児
童

生
徒
が
増
加
す
る
中
、
本
町

に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
不
登
校
支
援
の

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
学

校
外
で
学
ぶ
児
童
生
徒
の
把

握
状
況
、出
席
認
定
の
実
態
、

民
間
施
設
や
子
ど
も
第
三
の

居
場
所
の
周
知
方
法
、学
校・

教
育
委
員
会
と
の
連
携
体
制

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
あ

わ
せ
て
、
お
お
づ
図
書
館
や

オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
で
実
施
さ

れ
た
放
課
後
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
継
続
実
施
、
地
域
学
校

協
働
活
動
に
よ
る
居
場
所
づ

く
り
の
支
援
、
保
護
者
同
士

が
悩
み
を
共
有
で
き
る
場
の

再
開
に
つ
い
て
問
う
。

A

不登校支援と第三の居場所事業の推進を
多様な学びと連携を充実させていく

清原　さおり議員
きよはら

　
　

 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
毒
性
や

長
期
影
響
に
つ
い
て
科
学
的

知
見
が
十
分
で
な
く
、 

国
や

県
の
規
制
も
検
討
途
上
で
あ

る
。
本
町
は
、
健
康
被
害
が

明
確
に
な
る
前
か
ら
対
応
す

る
と
い
う
意
味
で
予
防
原
則

を
重
視
し
つ
つ
、
現
時
点
で

の
県
条
例
の
見
直
し
要
請
は

慎
重
に
判
断
す
る
。一
方
で
、

県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
専
門

家
評
価
の
情
報
共
有
、
住
民

へ
の
丁
寧
な
説
明
、
相
談
体

制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
よ
り
安
全
側
に
立
っ
た

基
準
づ
く
り
を
国
県
に
求

め
、
今
後
の
知
見
次
第
で
は

踏
み
込
ん
だ
対
応
も
検
討
し

て
い
く
。 

　
　
　
　（町
長
）

　
　
50
ｎ
ｇ
／
Ｌ
は
低
濃
度

だ
が
、
世
界
は
さ
ら
に
厳
し

い
規
制
へ
動
い
て
い
る
。 

Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
は
一
度
環
境
に
出
る

と
分
解
さ
れ
ず
、
体
内
に
蓄

積
し
続
け
る
。
極
め
て
厄
介

な
性
質 

を
持
つ
た
め
、
現

在
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
全
体
を
規
制

す
る
方
向
が
世
界
の
潮
流
で

あ
る
。 

私
た
ち
が
、
こ
の
大

津
町
が
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
汚
染

は
長
期
的
に
見
て
、
少
し
ず

つ
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
く
。 

熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
第

７
条
第
１
項
の
規
制
対
象
物

質
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
加
え
る
よ

う
県
に
強
く
求
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q

PFAS規制強化のため県の条例の改正を
慎重な検討が必要だ

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

その他の質問
・空港アクセス鉄道と中間駅開発について
・本町における子供達への自衛隊教育と
名簿の提供について

Q

A

Q

A

10開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 1011

　
　大
津
町
の
持
続
性
を
さ

ら
に
高
め
る
と
い
う
意
味

で
、
中
間
駅
・
周
辺
開
発
は
、

私
自
身
は
必
要
な
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　た
だ
し
、こ
れ
か
ら
、様
々

な
状
況
が
判
明
し
て
く
る
。

そ
こ
も
踏
ま
え
た
上
で
、

し
っ
か
り
と
規
模
内
容
を
見

極
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
い
う
意
味
で
、
有
力
な
選

択
肢
と
言
っ
た
。

　（町
長
）

　
　
現
時
点
で
は
構
想
段
階

だ
が
、
将
来
の
町
に
と
っ
て

有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
。　こ

れ
ま
で
も
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
や
広
報
紙
な
ど
を

通
じ
て
、
段
階
的
に
伝
え
て

き
た
が
、
関
心
の
高
さ
や
影

響
の
大
き
さ
を
踏
ま
え
れ

ば
、
な
お
一
層
丁
寧
な
説
明

が
必
要
だ
。

　
　
　（町
長
） 

　
　
開
発
は
「
有
力
な
選
択

肢
」
だ
と
言
う
が
、
以
前
は

「
必
要
不
可
欠
」
だ
と
言
わ

れ
て
い
た
。こ
の
差
は
何
か
。

その他の質問
・旅費条例の宿泊費の見直し
・下水道使用料の値上げを抑制する計画が必要

Q A

A

中間駅と周辺開発について十分に説明すべき
なお一層の丁寧な説明が必要

佐藤　真二議員
さとう　  しんじ

Q

A

Q

A

を
超
え
る
方
々
が
暮
ら
し
て

い
る
。
本
町
と
し
て
は
外
国

人
と
の
共
生
を
進
め
る
上

で
、
生
活
の
ル
ー
ル
の
見
え

る
化
と
多
言
語
化
や
優
し
い

日
本
語
に
よ
る
わ
か
り
や
す

い
情
報
提
供
、
企
業
連
絡
協

議
会
と
連
携
し
た
取
組
の
推

進
を
大
切
に
し
て
い
く
。
ま

た
、
地
域
で
発
生
し
て
い
る

ゴ
ミ
出
し
や
生
活
マ
ナ
ー
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
文
化
や

習
慣
の
違
い
、
日
本
の
ル
ー

ル
を
知
る
機
会
が
不
十
分
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。
そ
こ
で
外
国
人
住
民
へ

の
支
援
と
同
時
に
、
受
入
側

の
日
本
住
民
へ
の
啓
発
も
含

め
た
双
方
へ
の
理
解
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
誰
に
と
っ

て
も
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
国
内
産
業
の
多
く
が
外

国
人
な
し
で
は
成
り
立
た
な

い
。
熊
本
県
に
お
い
て
技
能

実
習
生
を
含
む
労
働
者
ら
が

地
場
産
業
の
担
い
手
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

　
大
津
町
も
１
２
３
３
人
の

外
国
人
が
住
ん
で
年
々
増
加

し
て
い
る
。
地
域
で
は
、
ご

み
出
し
、
ご
み
分
別
、
ご
み

ポ
イ
捨
て
、
交
通
マ
ナ
ー
の

問
題
が
あ
り
住
民
か
ら
の
苦

情
も
あ
る
と
聞
く
。
今
後
も

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
外
国
人
へ
の
日
本
語
教

育
の
支
援
や
日
本
の
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
の
周
知
を
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
る
し
未
来

に
向
け
た
政
策
が
求
め
ら
れ

る
。　

　国
全
体
で
人
口
減
少
が

加
速
す
る
中
、
本
町
で
も
外

国
人
住
民
の
数
は
急
激
に
増

加
し
て
お
り
、
１
２
０
０
人

QA

外国人受け入れ支援の充実を
多言語化や優しい日本語による情報提供に努める

大塚　益雄議員
おおつか　 ますお

その他の質問
・町の道路管理について

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

おおづ図書館 フリースペース開放

10年前と比較した上位5道県の
外国人住民増加割合

熊本県の都市計画素案より作成
（空港アクセス鉄道(仮)の信号場の位置）

信号場
＝中間駅の位置

県道瀬田竜田線

玉岡城跡

陣内

齊藤牧場●
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●
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●ネットワーク
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Q

A

Q

A

　
　駅
西
側
の
灰
塚
３
号
踏

切
は
ご
指
摘
の
通
り
、普
通

車
同
士
の
離
合
が
困
難
で
、

歩
行
者
用
の
横
断
空
間
も
ほ

と
ん
ど
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。

　踏
切
の
改
良
は
鉄
道
の
安

全
確
保
に
関
す
る
技
術
基
準

や
保
安
設
備
、用
地
条
件
な

ど
と
の
整
合
が
必
要
で
あ
り

国
土
交
通
省
、Ｊ
Ｒ
九
州
を

始
め
関
係
機
関
と
の
協
議
が

不
可
欠
だ
。道
路
機
能
強
化

と
駅
周
辺
の
歩
き
や
す
さ
、

回
遊
性
向
上
に
取
り
組
む
。

　中
長
期
的
な
視
点
で
、踏

切
道
改
良
促
進
法
に
基
づ
く

地
方
踏
切
道
改
良
計
画
へ
の

位
置
付
け
を
視
野
に
事
業
補

助
の
活
用
に
つ
い
て
も
確
認

し
、事
業
化
と
財
源
確
保
に

向
け
た
整
理
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
町
が
進
め
る
肥
後
大
津

駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
ル
ー
ト
決
定

な
ど
の
機
会
を
最
大
限
生
か

し
、
町
全
体
を
活
性
化
す
る

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け

大
き
く
動
き
出
し
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
鉄
道
建
設
が
始
ま
る
際
に

は
鉄
道
に
関
す
る
知
識
を
涵

養
し
正
確
に
議
論
し
な
け
れ

ば
税
金
の
無
駄
に
な
る
。
踏

切
や
付
帯
施
設
の
研
究
を
行

う
べ
き
だ
。
　
　
　

　
灰
塚
３
号
踏
切
拡
幅
は
最

も
有
効
か
つ
オ
ー
バ
ー
パ
ス

に
比
べ
費
用
対
効
果
に
も
優

れ
た
改
善
手
段
。
鉄
道
建
設

の
基
準
に
照
ら
し
整
備
の
考

え
を
伺
う
。

肥後大津駅西側、灰塚３号踏切の安全確保を
関係機関と協議し、駅周辺安全性向上を図る

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・学校給食単価見直しとふるさと納税の活用について
・宿泊税の使途と活気とにぎわいを生む仕組みづくり
について
・教職員の職務専念の義務と政治活動について

　狭小で離合が困難な駅西灰塚３号踏切

Q

A

　
　広
く
家
賃
補
填
を
行
う

仕
組
み
を
設
け
る
の
で
は
な

く
、
公
営
住
宅
の
活
用
や
空

き
家
の
利
活
用
、
福
祉
制
度

の
案
内
と
い
っ
た
別
の
手
段

で
、
住
ま
い
の
不
安
に
対
応

し
て
行
く
こ
と
が
大
津
町
の

基
本
的
な
考
え
方
だ
。
中
長

期
的
に
は
、
将
来
の
町
の
姿

を
見
据
え
た
都
市
計
画
の
中

で
家
賃
の
負
担
を
上
回
る
暮

ら
し
や
す
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を

進
め
る
。

　
　
　
　（町
長
）

　
　移
住
支
援
金
は
東
京
圏

か
ら
、
東
小
・
北
小
校
区
へ

移
住
し
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
世
帯
で
百

万
円
、
18
才
未
満
の
子
ど
も

に
つ
き
最
大
百
万
円
を
加
算

す
る
仕
組
み
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　（総
務
部
長
）

　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
以

後
、周
辺
地
域
の
住
宅
価
格
・

家
賃
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
水
が
美
味
し
く
、
自
然
豊

か
で
住
み
や
す
く
子
育
て
し

や
す
い
と
感
じ
て
、
大
津
町

に
住
ま
わ
れ
た
方
々
が
、
子

ど
も
た
ち
が
小
学
校
入
学
を

控
え
、
子
ど
も
部
屋
が
あ
る

住
ま
い
を
探
し
た
と
き
に
、

今
の
収
入
で
は
家
賃
が
高
く

支
払
え
な
い
の
で
、
家
賃
が

安
い
地
域
に
住
ま
い
を
探
す

と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
大

津
町
に
住
ま
わ
れ
い
る
子
育

て
世
代
や
若
年
層
の
声
で

す
。

　
今
の
現
状
は
、
子
育
て
世

代
の
町
外
流
出
が
起
き
て
い

る
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

その他の質問

Q

AA

子育て世代や若年層が安心して住める町づくり
住まいの不安に対応していくことが町の基本

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

・人生100年時代の健康づくりと高齢者が支え
る側に回る社会づくりを
・狩猟免許取得等にかかる、毎年の必要経費を
町負担ですべきだ

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

・大津駅南側の駐輪場について

対
し
て
も
早
急
に
進
め
る
べ

き
。　

　小
さ
な
犯
罪
で
あ
っ
て

も
放
置
す
れ
ば
地
域
の
安
心

を
損
な
い
、
よ
り
大
き
な
判

断
に
繋
が
り
え
る
と
い
う
認

識
が
重
要
、
住
民
の
皆
様
の

安
全
と
安
心
を
守
る
事
は
、

最
優
先
事
業
の
一
つ
で
あ

る
。
し
っ
か
り
と
全
体
的
な

視
点
を
持
ち
な
が
ら
進
め
て

い
く
。                  （
町
長
）

　
　
町
内
で
は
、
盗
難
や
空

き
巣
が
増
え
、
町
民
の
不
安

は
高
ま
っ
て
い
る
。
町
民
の

命
や
財
産
を
守
る
の
は
行
政

に
課
せ
ら
れ
た
最
も
基
本
的

か
つ
重
大
な
使
命
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
整
備
は
、
費
用

が
掛
か
っ
て
で
も
や
る
べ
き

施
策
で
あ
り
、
対
策
を
先
送

り
す
れ
ば
町
民
の
信
頼
を
失

う
事
に
繋
が
る
。
町
の
環
境

が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
町

営
住
宅
や
他
の
公
共
施
設
に

Q

A

町営住宅や公共施設への防犯カメラ整備は
優先順位を整理し、整備や補修を行う

Q

A

その他の質問
・大津町の三大祭りの継続と支援のあり方について
・義務教育における金融教育の導入について

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ

も
か
ら
大
人
に
つ
な
が
る
予

防
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。
他
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
S
O
S
の
出
し

方
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
C
A
P

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
よ
う
に
、

関
係
部
署
が
連
携
し
仕
組
み

と
し
て
実
施
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

   

乳
幼
児
期
は
自
ら
S
O
S

を
発
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
日
常
の
接
点
で
の
気
づ

き
を
重
視
し
て
い
る
。
学
校

で
は
、
い
つ
で
も
相
談
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
電
話
に
よ
る
相
談
窓
口
を

整
備
し
て
い
る
。
今
後
も
周

知
と
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。  

　
　
　

 （
町
長
・
教
育
部
長
）

　
　
児
童
虐
待
相
談
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ど
の
家

庭
に
も
起
こ
り
得
る
問
題
で

あ
る
。
一
方
で
、「
相
談
し

た
ら
大
ご
と
に
な
る
と
思
っ

た
」「
知
ら
な
い
大
人
に
は

話
せ
な
か
っ
た
」　「
自
分
が

悪
い
と
思
っ
た
」
な
ど
、
子

ど
も
が
S
O
S
を
出
せ
な

か
っ
た
理
由
も
示
さ
れ
て
い

る
。
窓
口
や
制
度
が
あ
る
だ

け
で
は
声
は
届
き
に
く
く
、

学
校
の
中
で
子
ど
も
が
大
人

に
相
談
し
て
も
大
丈
夫
だ
と

思
え
る
雰
囲
気
や
文
化
形
成

さ
れ
て
い
る
か
が
重
要
で
あ

る
。
深
刻
化
す
る
前
に
子
ど

A

子どもはＳＯＳを出せているか
 相談しやすい環境づくりを継続

中山　直之議員
なかやま　 なおゆき

Q

A

Q

その他の質問

・発達障がい支援体制とインクルーシブ教育の
取組について

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言



Q

A

Q

A

　
　駅
西
側
の
灰
塚
３
号
踏

切
は
ご
指
摘
の
通
り
、普
通

車
同
士
の
離
合
が
困
難
で
、

歩
行
者
用
の
横
断
空
間
も
ほ

と
ん
ど
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。

　踏
切
の
改
良
は
鉄
道
の
安

全
確
保
に
関
す
る
技
術
基
準

や
保
安
設
備
、用
地
条
件
な

ど
と
の
整
合
が
必
要
で
あ
り

国
土
交
通
省
、Ｊ
Ｒ
九
州
を

始
め
関
係
機
関
と
の
協
議
が

不
可
欠
だ
。道
路
機
能
強
化

と
駅
周
辺
の
歩
き
や
す
さ
、

回
遊
性
向
上
に
取
り
組
む
。

　中
長
期
的
な
視
点
で
、踏

切
道
改
良
促
進
法
に
基
づ
く

地
方
踏
切
道
改
良
計
画
へ
の

位
置
付
け
を
視
野
に
事
業
補

助
の
活
用
に
つ
い
て
も
確
認

し
、事
業
化
と
財
源
確
保
に

向
け
た
整
理
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
町
が
進
め
る
肥
後
大
津

駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
ル
ー
ト
決
定

な
ど
の
機
会
を
最
大
限
生
か

し
、
町
全
体
を
活
性
化
す
る

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け

大
き
く
動
き
出
し
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
鉄
道
建
設
が
始
ま
る
際
に

は
鉄
道
に
関
す
る
知
識
を
涵

養
し
正
確
に
議
論
し
な
け
れ

ば
税
金
の
無
駄
に
な
る
。
踏

切
や
付
帯
施
設
の
研
究
を
行

う
べ
き
だ
。
　
　
　

　
灰
塚
３
号
踏
切
拡
幅
は
最

も
有
効
か
つ
オ
ー
バ
ー
パ
ス

に
比
べ
費
用
対
効
果
に
も
優

れ
た
改
善
手
段
。
鉄
道
建
設

の
基
準
に
照
ら
し
整
備
の
考

え
を
伺
う
。

肥後大津駅西側、灰塚３号踏切の安全確保を
関係機関と協議し、駅周辺安全性向上を図る

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・学校給食単価見直しとふるさと納税の活用について
・宿泊税の使途と活気とにぎわいを生む仕組みづくり
について
・教職員の職務専念の義務と政治活動について

　狭小で離合が困難な駅西灰塚３号踏切

Q

A

　
　広
く
家
賃
補
填
を
行
う

仕
組
み
を
設
け
る
の
で
は
な

く
、
公
営
住
宅
の
活
用
や
空

き
家
の
利
活
用
、
福
祉
制
度

の
案
内
と
い
っ
た
別
の
手
段

で
、
住
ま
い
の
不
安
に
対
応

し
て
行
く
こ
と
が
大
津
町
の

基
本
的
な
考
え
方
だ
。
中
長

期
的
に
は
、
将
来
の
町
の
姿

を
見
据
え
た
都
市
計
画
の
中

で
家
賃
の
負
担
を
上
回
る
暮

ら
し
や
す
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を

進
め
る
。

　
　
　
　（町
長
）

　
　移
住
支
援
金
は
東
京
圏

か
ら
、
東
小
・
北
小
校
区
へ

移
住
し
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
世
帯
で
百

万
円
、
18
才
未
満
の
子
ど
も

に
つ
き
最
大
百
万
円
を
加
算

す
る
仕
組
み
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　（総
務
部
長
）

　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
以

後
、周
辺
地
域
の
住
宅
価
格
・

家
賃
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
水
が
美
味
し
く
、
自
然
豊

か
で
住
み
や
す
く
子
育
て
し

や
す
い
と
感
じ
て
、
大
津
町

に
住
ま
わ
れ
た
方
々
が
、
子

ど
も
た
ち
が
小
学
校
入
学
を

控
え
、
子
ど
も
部
屋
が
あ
る

住
ま
い
を
探
し
た
と
き
に
、

今
の
収
入
で
は
家
賃
が
高
く

支
払
え
な
い
の
で
、
家
賃
が

安
い
地
域
に
住
ま
い
を
探
す

と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
大

津
町
に
住
ま
わ
れ
い
る
子
育

て
世
代
や
若
年
層
の
声
で

す
。

　
今
の
現
状
は
、
子
育
て
世

代
の
町
外
流
出
が
起
き
て
い

る
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

その他の質問

Q

AA

子育て世代や若年層が安心して住める町づくり
住まいの不安に対応していくことが町の基本

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

・人生100年時代の健康づくりと高齢者が支え
る側に回る社会づくりを
・狩猟免許取得等にかかる、毎年の必要経費を
町負担ですべきだ

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

・大津駅南側の駐輪場について

対
し
て
も
早
急
に
進
め
る
べ

き
。　

　小
さ
な
犯
罪
で
あ
っ
て

も
放
置
す
れ
ば
地
域
の
安
心

を
損
な
い
、
よ
り
大
き
な
判

断
に
繋
が
り
え
る
と
い
う
認

識
が
重
要
、
住
民
の
皆
様
の

安
全
と
安
心
を
守
る
事
は
、

最
優
先
事
業
の
一
つ
で
あ

る
。
し
っ
か
り
と
全
体
的
な

視
点
を
持
ち
な
が
ら
進
め
て

い
く
。                  （
町
長
）

　
　
町
内
で
は
、
盗
難
や
空

き
巣
が
増
え
、
町
民
の
不
安

は
高
ま
っ
て
い
る
。
町
民
の

命
や
財
産
を
守
る
の
は
行
政

に
課
せ
ら
れ
た
最
も
基
本
的

か
つ
重
大
な
使
命
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
整
備
は
、
費
用

が
掛
か
っ
て
で
も
や
る
べ
き

施
策
で
あ
り
、
対
策
を
先
送

り
す
れ
ば
町
民
の
信
頼
を
失

う
事
に
繋
が
る
。
町
の
環
境

が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
町

営
住
宅
や
他
の
公
共
施
設
に

Q

A

町営住宅や公共施設への防犯カメラ整備は
優先順位を整理し、整備や補修を行う

Q

A

その他の質問
・大津町の三大祭りの継続と支援のあり方について
・義務教育における金融教育の導入について

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ

も
か
ら
大
人
に
つ
な
が
る
予

防
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。
他
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
S
O
S
の
出
し

方
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
C
A
P

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
よ
う
に
、

関
係
部
署
が
連
携
し
仕
組
み

と
し
て
実
施
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

   

乳
幼
児
期
は
自
ら
S
O
S

を
発
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
日
常
の
接
点
で
の
気
づ

き
を
重
視
し
て
い
る
。
学
校

で
は
、
い
つ
で
も
相
談
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
電
話
に
よ
る
相
談
窓
口
を

整
備
し
て
い
る
。
今
後
も
周

知
と
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。  

　
　
　

 （
町
長
・
教
育
部
長
）

　
　
児
童
虐
待
相
談
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ど
の
家

庭
に
も
起
こ
り
得
る
問
題
で

あ
る
。
一
方
で
、「
相
談
し

た
ら
大
ご
と
に
な
る
と
思
っ

た
」「
知
ら
な
い
大
人
に
は

話
せ
な
か
っ
た
」　「
自
分
が

悪
い
と
思
っ
た
」
な
ど
、
子

ど
も
が
S
O
S
を
出
せ
な

か
っ
た
理
由
も
示
さ
れ
て
い

る
。
窓
口
や
制
度
が
あ
る
だ

け
で
は
声
は
届
き
に
く
く
、

学
校
の
中
で
子
ど
も
が
大
人

に
相
談
し
て
も
大
丈
夫
だ
と

思
え
る
雰
囲
気
や
文
化
形
成

さ
れ
て
い
る
か
が
重
要
で
あ

る
。
深
刻
化
す
る
前
に
子
ど

A

子どもはＳＯＳを出せているか
 相談しやすい環境づくりを継続

中山　直之議員
なかやま　 なおゆき

Q

A

Q

その他の質問

・発達障がい支援体制とインクルーシブ教育の
取組について

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言



宮城県          ：1. 仙台空港アクセス線について
福島県双葉町：2. 東日本大震災（当時の状況・避難体制など）
　　　　　　　    について
茨城県高萩市 ：3.「Ｍｙ　Ｒｉｄｅのるる」について

視察テーマ

視察テーマ

：１．九州半導体産業展
：２．都市計画マスタープランについて
：３．商工会の取り組みおよび市との連携
       について  TATUYAの取り組み

　総
務
常
任
委
員

会
は
、
令
和
７
年

11
月
17
日
よ
り
19

日
迄
の
３
日
間
、

宮
城
県
、
福
島
県

な
ら
び
に
茨
城
県

を
訪
問
し
行
政
視

察
を
行
い
ま
し

た
。　宮

城
県
で
は
仙

台
空
港
鉄
道
㈱
を

訪
問
し
空
港
ア
ク

セ
ス
鉄
道
事
業
の

概
要
と
中
間
駅
周

辺
整
備
、
公
共
交

通
と
の
結
節
強
化
に
つ
い
て
視
察
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

福
島
県
双
葉
町
で
は
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
状
況
を
ご
教

示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茨
城
県
高
萩
市
で
は
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
研
修
お
よ
び
乗
車
視
察
を
行
い
あ
わ
せ
て

高
萩
市
内
の
施
設
を
２
カ
所
視
察
し
ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
で
は
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計
画

と
類
似
し
て
い
る
仙
台
空
港
㈱
を
視
察
し
、
上
下
分
離
方
式
に
よ

り
運
行
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
維
持
を
第
３
セ

ク
タ
ー
の
鉄
道
会
社
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
間
駅
想
定

と
合
致
す
る
美
田
園
駅
の
駅
本
屋
、
ホ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
、
運
行

に
か
か
わ
る
施
設
と
駅
周
辺
の
駐
車
場
や
バ
ス
ベ
イ
の
整
備
状
況

を
現
地
で
確
認
で
き
、
名
取
市
公
共
交
通
の
「
な
と
り
ん
く
る
」

と
の
結
節
の
必
要
性
も
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
、
大
変
有
意
義
な

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　経
済
建
設
委
員
会
は
令
和
7
年
10
月
8
日
〜
10
日
に
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　福
岡
市
の
九
州
半
導
体
産
業
展
で
は
「
な
ぜ
半
導
体
企
業
が
熊

本
を
選
ん
だ
の
か
」
と
い
う
点
で
地
政
学
的
な
観
点
で
の
説
明
や

九
州
半
導
体
の
歴
史
、
県
内
工
業
団
地
の
整
備
状
況
、
半
導
体
人

材
育
成
の
確
保
の
現
在
の
状
況
な
ど
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　新
宮
町
で
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
意
見
交
換

で
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

状
況
や
官
民
協
働
に
よ
る
「
災
害
時
の
支
援
活
動
拠
点
」
と
な
る

モ
デ
ル
市
街
地
づ
く
り
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　上
天
草
市
の
観
光
振
興
に
関
す
る
意
見
交
換
で
は
民
間
投
資
が

行
わ
れ
た
上
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
き
や
様
々
な
企
業
が
共
存

し
、
相
互
作
用
が
起
こ
り
地
域
全
体
の
価
値
が
向
上
し
た
事
例
、

上
天
草
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
の
状
況
な

ど
多
岐
に
わ
た
る

意
見
交
換
で
し

た
。　人

口
増
加
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、

職
員
不
足
が
続
い

て
い
る
中
、
い
か

に
民
間
の
力
を
行

政
が
活
用
し
て
い

く
の
か
を
重
点
的

に
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総務常任委員会
行政視察レポート

経済建設常任委員会
行政視察レポート
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定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

定
例
会
総
括
　   

議
員
の
視
点 

　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　   

一
般
質
問
　      

　
　            

委
員
会
視
察
報
告                          

尚
絅
大
学      

　翔
陽
高
校

議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会

委
員
会
か
ら
の

政
策
提
言

　毎年総務常任委員会、経済建設常任委員会、文教厚生常任委員会では、町内の課題を抽出し、
町執行部に対して課題解決のための政策提言を行っております。
　令和７年度に関しても、各常任委員会か
ら１２月定例会最終日に議長を通して、町
長へ提言を行いました。

詳しくはこちらから↓

総務常任委員会

経済建設常任委員会

文教厚生常任委員会

①　町民にとって真に役に立つ公共交通の創出
②　役場窓口業務の外部委託の推進
③　DXの推進と「行かない役場」の環境づくり
④　納税者の気持ちに沿った受益の確保と活用
⑤　気候変動による熱中症から町民の生活を守る取り組みを

①　肥後大津駅周辺整備について
②　町道拡幅の整備について
③　林道作業道の整備について

①　大津町が多文化共生社会のよいモデルとなるための取り組み
②　大津町における特認校制度の拡充に関する提言

常任委員会からの政策提言

福岡県福岡市
福岡県新宮町
熊本県上天草市



宮城県          ：1. 仙台空港アクセス線について
福島県双葉町：2. 東日本大震災（当時の状況・避難体制など）
　　　　　　　    について
茨城県高萩市 ：3.「Ｍｙ　Ｒｉｄｅのるる」について

視察テーマ

視察テーマ

：１．九州半導体産業展
：２．都市計画マスタープランについて
：３．商工会の取り組みおよび市との連携
       について  TATUYAの取り組み

　総
務
常
任
委
員

会
は
、
令
和
７
年

11
月
17
日
よ
り
19

日
迄
の
３
日
間
、

宮
城
県
、
福
島
県

な
ら
び
に
茨
城
県

を
訪
問
し
行
政
視

察
を
行
い
ま
し

た
。　宮

城
県
で
は
仙

台
空
港
鉄
道
㈱
を

訪
問
し
空
港
ア
ク

セ
ス
鉄
道
事
業
の

概
要
と
中
間
駅
周

辺
整
備
、
公
共
交

通
と
の
結
節
強
化
に
つ
い
て
視
察
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

福
島
県
双
葉
町
で
は
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
状
況
を
ご
教

示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茨
城
県
高
萩
市
で
は
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
研
修
お
よ
び
乗
車
視
察
を
行
い
あ
わ
せ
て

高
萩
市
内
の
施
設
を
２
カ
所
視
察
し
ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
で
は
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計
画

と
類
似
し
て
い
る
仙
台
空
港
㈱
を
視
察
し
、
上
下
分
離
方
式
に
よ

り
運
行
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
維
持
を
第
３
セ

ク
タ
ー
の
鉄
道
会
社
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
間
駅
想
定

と
合
致
す
る
美
田
園
駅
の
駅
本
屋
、
ホ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
、
運
行

に
か
か
わ
る
施
設
と
駅
周
辺
の
駐
車
場
や
バ
ス
ベ
イ
の
整
備
状
況

を
現
地
で
確
認
で
き
、
名
取
市
公
共
交
通
の
「
な
と
り
ん
く
る
」

と
の
結
節
の
必
要
性
も
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
、
大
変
有
意
義
な

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　経
済
建
設
委
員
会
は
令
和
7
年
10
月
8
日
〜
10
日
に
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　福
岡
市
の
九
州
半
導
体
産
業
展
で
は
「
な
ぜ
半
導
体
企
業
が
熊

本
を
選
ん
だ
の
か
」
と
い
う
点
で
地
政
学
的
な
観
点
で
の
説
明
や

九
州
半
導
体
の
歴
史
、
県
内
工
業
団
地
の
整
備
状
況
、
半
導
体
人

材
育
成
の
確
保
の
現
在
の
状
況
な
ど
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　新
宮
町
で
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
意
見
交
換

で
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

状
況
や
官
民
協
働
に
よ
る
「
災
害
時
の
支
援
活
動
拠
点
」
と
な
る

モ
デ
ル
市
街
地
づ
く
り
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　上
天
草
市
の
観
光
振
興
に
関
す
る
意
見
交
換
で
は
民
間
投
資
が

行
わ
れ
た
上
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
き
や
様
々
な
企
業
が
共
存

し
、
相
互
作
用
が
起
こ
り
地
域
全
体
の
価
値
が
向
上
し
た
事
例
、

上
天
草
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
の
状
況
な

ど
多
岐
に
わ
た
る

意
見
交
換
で
し

た
。　人

口
増
加
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、

職
員
不
足
が
続
い

て
い
る
中
、
い
か

に
民
間
の
力
を
行

政
が
活
用
し
て
い

く
の
か
を
重
点
的

に
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総務常任委員会
行政視察レポート

経済建設常任委員会
行政視察レポート
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　令和７年度に関しても、各常任委員会か
ら１２月定例会最終日に議長を通して、町
長へ提言を行いました。

詳しくはこちらから↓

総務常任委員会

経済建設常任委員会

文教厚生常任委員会

①　町民にとって真に役に立つ公共交通の創出
②　役場窓口業務の外部委託の推進
③　DXの推進と「行かない役場」の環境づくり
④　納税者の気持ちに沿った受益の確保と活用
⑤　気候変動による熱中症から町民の生活を守る取り組みを

①　肥後大津駅周辺整備について
②　町道拡幅の整備について
③　林道作業道の整備について

①　大津町が多文化共生社会のよいモデルとなるための取り組み
②　大津町における特認校制度の拡充に関する提言

常任委員会からの政策提言

福岡県福岡市
福岡県新宮町
熊本県上天草市



　10
月
30
日
（
木
）
泉
大
津
市
立
図
書
館
「
シ
ー
プ
ラ
」
を
訪
れ

ま
し
た
。
平
日
の
13
時
に
も
関
わ
ら
ず
老
若
男
女
、
多
く
の
来
館

者
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
泉
大
津
駅
直
結
の
商
業
施
設
４
階
フ

ロ
ア
全
体
が
図
書
館
で
あ
り
、
買
い
物
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
れ
る

の
が
利
用
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
、「
○
○
し
て
は
い
け
な
い
」
と
禁

止
す
る
の
で
は
な
く
、「
お
互
い
に
快
適
な
空
間
づ
く
り
」
を
唯

一
の
ル
ー
ル
と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
、
来
館
し
や
す
い
雰
囲

気
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。「
Ｏ
Ｋ
に
す

る
方
法
を
、
大
人
が
考
え
る
」
と
い
う
館
長
の
言
葉
に
深
く
共
感

し
ま
し
た
。

　翌
日
10
月
31
日
（
金
）、
泉
南
市
立
東
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
全
校
児
童
78
名
の
う
ち
地
元
児
童
は
15
名
、
特
認

校
制
度
利
用
児
童
は
63
名
。
市
内
全
校
区
か
ら
制
度
利
用
可
能
、

中
学
校
進
学
は
在
住
校
区
へ
戻
る
。
遠
距
離
通
学
は
デ
メ
リ
ッ
ト

だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
と
運
賃
補
助
に
よ
り
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
て
い
る
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
当
町

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る

先
進
事
例
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　２
カ
所
の
取
り
組
み

に
共
通
し
て
い
る
の

は
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
る
と
い
う
熱

い
想
い
で
す
。
地
域
特

性
や
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
好
事
例
を

し
っ
か
り
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

当
町
に
も
還
元
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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視察テーマ
：１．泉大津市立図書館「SHEEPLA
     （シープラ）」の取り組みについて
：２．「小規模特認校　泉南市立東小学校」
      の取り組みについて

文教厚生常任委員会
行政視察レポート

議会改革推進特別委員会の取り組み
令和７年 6月～令和８年12 月
佐藤真二　副委員長　三宮美香
川秀貢　清原さおり　岩下啓史

　昨年３月の改選を受け新たに「議会改革推進特別委員会」を設置し、６月から活動しています。
　前期は「議会活性化特別委員会」で議員のなり手不足対策に取り組み「投票できる選挙」の実現に
つなげました。
　今期は「“議会”と“議員”の活動の見える化」や「議会機能の充実」などに取り組んでいきます。

　中でも「議員活動の見える化」は、議
員報酬の改定を審議した令和６年の特
別職報酬等審議会の答申において「議員
個人の活動が住民に伝わるような情報発
信」が求められており、議会もその実現
に努めることを決議しています。
　議会ホームページでは、これまで会議
の議題のみを掲載していたものに簡単な
説明を加えたり、議員名簿の情報を充実
させたり、委員会の審議記録を公開する

など、少しずつ充実していっています。
　議会公式SNSも令和8年１月から開始（試行）しています。（右）
 また、議員個人の情報発信を知らせるため、議会ホームページに
個人SNSや、活動報告書などへのリンクを掲載しています。
　しかし個人SNSの公表にはリスクが伴うものとの懸念もあり、
運用ガイドラインを策定し、問題が発生した場合は掲載中止にする
こととしています。
　今後も成果を積み重ねながら、議会改革を推進していきます。

～議会・議員活動の見える化活動のひとつ～
みんなで行こう！オープン議場 with 福祉まつり

　一昨年から始めた福祉まつりに合わせた「議場開放」、昨年は衆
院選で実施できませんでしたが、今年は10月19日、「みんなで行こ
う！オープン議場with福祉まつり」を開催しました。200人を超え
る町民の皆さんが議場に入られ、議長席や町長席に座っての写真撮
影など、普段はできない経験をしていただきました。
　また、少しでも議員の
ことを知っていただこう
と、各議員の机上に、趣
味や一日の過ごし方な
ど、プライベートな面も
含め議員を紹介するポス
ターを掲示しました。

主な取り組み項目

議員活動の
見える化

議会活動の
見える化

議会機能の
充実

議会HPへの個人SNS等リンク集の掲載
町内イベント等でのポスターセッション
議会公式SNSの導入
議会ホームページの機能充実
町民（団体）との対話・議会イベント
議会としての政策提案の仕組みづくり
反問権の導入検討
第２次議会DX推進計画の策定と実施

設置期間
委 員 長
委 員

議会公式の
インスタグラム
友達追加を
お願いします

大阪府泉大津市

大阪府泉南市

　議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
は
令
和
７
年
11
月
20

日
と
21
日
に
福
岡
県
志
免

町
・
粕
屋
町
の
２
か
所
を

視
察
し
ま
し
た
。

　志
免
町
の
取
り
組
み
で

特
徴
的
な
も
の
の
一
つ
は

動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た

情
報
発
信
、
志
免
町
議
と

語
る
会
な
ど
で
す
。
語
る

会
は
議
員
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行

い
、
出
さ
れ
た
意
見
は
政

策
・
施
策
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
議
会
だ
よ
り

で
報
告
さ
れ
ま
す
。

　粕
屋
町
は
平
成
22
年
に
策
定
さ
れ
た
議
会
基
本
条
例
が
実
際
に

機
能
し
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
と
こ
ろ
か
ら
議
会
改
革
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
基
本
条
例
で
定
め
ら

れ
た
項
目
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
必
要
な
要
綱
を
定
め
る
な

ど
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　い
ず
れ
も
今
後
の
大
津
町
議
会
の
取
り
組
み
の
先
例
と
し
て
参

考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

視察テーマ

福岡県　志免町・粕屋町：
１．議会活性化の取り組みについて

議会改革推進特別委員会
視察レポート

　
こ
の
他
、
令
和
７
年
７
月
26
日
に
玉
名
市
で
開
催
さ

れ
た
、「
対
話
に
よ
る
地
方
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
勉
強

会
」
に
も
研
修
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
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し
た
。
泉
大
津
駅
直
結
の
商
業
施
設
４
階
フ

ロ
ア
全
体
が
図
書
館
で
あ
り
、
買
い
物
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
れ
る

の
が
利
用
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
、「
○
○
し
て
は
い
け
な
い
」
と
禁

止
す
る
の
で
は
な
く
、「
お
互
い
に
快
適
な
空
間
づ
く
り
」
を
唯

一
の
ル
ー
ル
と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
、
来
館
し
や
す
い
雰
囲

気
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。「
Ｏ
Ｋ
に
す

る
方
法
を
、
大
人
が
考
え
る
」
と
い
う
館
長
の
言
葉
に
深
く
共
感

し
ま
し
た
。

　翌
日
10
月
31
日
（
金
）、
泉
南
市
立
東
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
全
校
児
童
78
名
の
う
ち
地
元
児
童
は
15
名
、
特
認

校
制
度
利
用
児
童
は
63
名
。
市
内
全
校
区
か
ら
制
度
利
用
可
能
、

中
学
校
進
学
は
在
住
校
区
へ
戻
る
。
遠
距
離
通
学
は
デ
メ
リ
ッ
ト

だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
と
運
賃
補
助
に
よ
り
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
て
い
る
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
当
町

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る

先
進
事
例
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　２
カ
所
の
取
り
組
み

に
共
通
し
て
い
る
の

は
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
る
と
い
う
熱

い
想
い
で
す
。
地
域
特

性
や
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
好
事
例
を

し
っ
か
り
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

当
町
に
も
還
元
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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視察テーマ
：１．泉大津市立図書館「SHEEPLA
     （シープラ）」の取り組みについて
：２．「小規模特認校　泉南市立東小学校」
      の取り組みについて

文教厚生常任委員会
行政視察レポート

議会改革推進特別委員会の取り組み
令和７年 6月～令和８年12 月
佐藤真二　副委員長　三宮美香
川秀貢　清原さおり　岩下啓史

　昨年３月の改選を受け新たに「議会改革推進特別委員会」を設置し、６月から活動しています。
　前期は「議会活性化特別委員会」で議員のなり手不足対策に取り組み「投票できる選挙」の実現に
つなげました。
　今期は「“議会”と“議員”の活動の見える化」や「議会機能の充実」などに取り組んでいきます。

　中でも「議員活動の見える化」は、議
員報酬の改定を審議した令和６年の特
別職報酬等審議会の答申において「議員
個人の活動が住民に伝わるような情報発
信」が求められており、議会もその実現
に努めることを決議しています。
　議会ホームページでは、これまで会議
の議題のみを掲載していたものに簡単な
説明を加えたり、議員名簿の情報を充実
させたり、委員会の審議記録を公開する

など、少しずつ充実していっています。
　議会公式SNSも令和8年１月から開始（試行）しています。（右）
 また、議員個人の情報発信を知らせるため、議会ホームページに
個人SNSや、活動報告書などへのリンクを掲載しています。
　しかし個人SNSの公表にはリスクが伴うものとの懸念もあり、
運用ガイドラインを策定し、問題が発生した場合は掲載中止にする
こととしています。
　今後も成果を積み重ねながら、議会改革を推進していきます。

～議会・議員活動の見える化活動のひとつ～
みんなで行こう！オープン議場 with 福祉まつり

　一昨年から始めた福祉まつりに合わせた「議場開放」、昨年は衆
院選で実施できませんでしたが、今年は10月19日、「みんなで行こ
う！オープン議場with福祉まつり」を開催しました。200人を超え
る町民の皆さんが議場に入られ、議長席や町長席に座っての写真撮
影など、普段はできない経験をしていただきました。
　また、少しでも議員の
ことを知っていただこう
と、各議員の机上に、趣
味や一日の過ごし方な
ど、プライベートな面も
含め議員を紹介するポス
ターを掲示しました。

主な取り組み項目

議員活動の
見える化

議会活動の
見える化

議会機能の
充実

議会HPへの個人SNS等リンク集の掲載
町内イベント等でのポスターセッション
議会公式SNSの導入
議会ホームページの機能充実
町民（団体）との対話・議会イベント
議会としての政策提案の仕組みづくり
反問権の導入検討
第２次議会DX推進計画の策定と実施

設置期間
委 員 長
委 員

議会公式の
インスタグラム
友達追加を
お願いします

大阪府泉大津市

大阪府泉南市

　議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
は
令
和
７
年
11
月
20

日
と
21
日
に
福
岡
県
志
免

町
・
粕
屋
町
の
２
か
所
を

視
察
し
ま
し
た
。

　志
免
町
の
取
り
組
み
で

特
徴
的
な
も
の
の
一
つ
は

動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た

情
報
発
信
、
志
免
町
議
と

語
る
会
な
ど
で
す
。
語
る

会
は
議
員
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行

い
、
出
さ
れ
た
意
見
は
政

策
・
施
策
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
議
会
だ
よ
り

で
報
告
さ
れ
ま
す
。

　粕
屋
町
は
平
成
22
年
に
策
定
さ
れ
た
議
会
基
本
条
例
が
実
際
に

機
能
し
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
と
こ
ろ
か
ら
議
会
改
革
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
基
本
条
例
で
定
め
ら

れ
た
項
目
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
必
要
な
要
綱
を
定
め
る
な

ど
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　い
ず
れ
も
今
後
の
大
津
町
議
会
の
取
り
組
み
の
先
例
と
し
て
参

考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

視察テーマ

福岡県　志免町・粕屋町：
１．議会活性化の取り組みについて

議会改革推進特別委員会
視察レポート

　
こ
の
他
、
令
和
７
年
７
月
26
日
に
玉
名
市
で
開
催
さ

れ
た
、「
対
話
に
よ
る
地
方
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
勉
強

会
」
に
も
研
修
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
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大津町議員との意見交換会を終えて

まえ  だ     りん

現代文化学部
3年

前田  凛さん

まつもと   な   お

現代文化学部
3 年

松本 菜央さん

1、印象に残ったこと
　大津町議員との交流で印象に残ったこ
とが2つあります。1つ目は、「おおづまち議
会だより」についてです。大津町議会が
行ったことをただ書くのではなく、文字の間
隔を広めたり、20ページフルカラーにしたり
と町民に見てもらうための工夫が印象に残
りました。2つ目は、乗り合いタクシー制度
です。区域内であればどこでも降車・乗車
ができる制度で、調べたところ150円～（区
域によるが）利用できるそうです。近年で
はバスの本数が減ったり、値段が上がった
りと簡単にバスを利用しにくくなっているの
で非常によい制度だなと印象に残りまし
た。
２、疑問に感じたこと
　大津町では議会だよりの発行に１回で
かなりの額を使用しているところに少々疑
問ももちました。たしかに高齢者や若者のどちらにも見てもらいたいという気持ちは分かる
のですが、若者は紙媒体で見る人は少なくWeb上で見る人が多いと思います。そのため、発
行部数を減らして議会だよりを紙媒体で欲しい人だけがもらえるようにしたらいいのではな
いかと考えました。町民に直接聞いたり、アンケートを取ったりするなどして今後の発行にか
ける費用を改める必要があると感じました。

　今回は、議会の活動を中心に、大津町が力を入れる取り組みについてお話を聞きました。
その中で私が特に興味をもったのは、若者世代と高齢者世代へ向けた取り組みです。
　授業内で配布された大津町の議会だよりは、若い世代にも興味をもってもらえるようにと
リニューアルされたものらしく、全ページカラーとなっており、比較的文字が大きいほか文字
数も減らし読みやすくなっていることが特色でした。ＱＲコードが記載されており、スマート
フォンで読みこむことができるページが多いのも印象的でした。
　このリニューアルは、スマートフォンが身近な若者だけでなく、高齢者にとってもメリットが
あり、すべてをデジタルではなく、あえて紙のまま残し、大きな文字で高齢者も読みやすく
なっています。
　また、大津町は人口が増加傾向で子育て世帯をピックアップすることが多いというお話も
聞きましたが、高齢者の自動車免許自主返納に対する特典や、安価な料金で乗合タクシー
が利用可能といった支援もされており、若い世代・高齢者世代の双方に目を向けた取り組み
がなされていることに感心しました。

　11月12日（水）に尚絅大学現代文化学部３年生25名と大津町議会広報委員5人とで現
代文化学部の課題探求プロジェクト演習の授業の場において意見交換会を行いました。3年
生の学生は、アルバイトなどの社会体験もある関係で、意見交換会の後、率直な個人的意
見を含めたレポートを提出しています。以下学生の考えを抜粋し紹介します。
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翔陽生　大津町議会傍聴に
　１２月１５日（月)、大津町議会（一般質問2日目）の様子を翔陽高校３年次生２０名
(政治経済受講者)が傍聴させて頂きました。７月の参院選の前には模擬公開討論会・模
擬投票の授業を行い、主権者としての意識が高まった生徒たち。今回は議場から見える
眺めの良さに感動するとともに、議会の雰囲気を肌で感じ取ることができました。生徒た
ちのレポートの中から一部をご紹介します。

　議会を傍聴してみて大津町には「いち早く発展していきたい」という想いがとても強くあ
る一方で、政策や具体的な対策がまだ十分に進んでいないという部分もあることを感じま
した。また、大津町に住んでいる人たちが大津町の現状や課題を知る機会が少ないことは
一つの課題だと感じました。今回、政治経済の授業で傍聴したから私たちは色々なことを
学べましたが、そうでなかったら何も知らないまま大人になったかもしれません。若い世代
にも分かりやすく伝える工夫が必要だと思いました。私は大津町の高校生の一人として、町
の未来を「決められる側」から「考えていく側」として関わっていきたいと思いました。例
えば今回の議会傍聴での内容をともだちと共有したり、自分の意見を伝えれる機会があれ
ば積極的に参加し、若い世代の声を町に届けていきたいです。今回の傍聴が、町の未来
を自分事として考えていく良いきっかけになりました。

　私は生まれたときから住んでいる大津町は住みやすく良い町だと感じながら過ごしてきま
したが、課題もたくさんあり、それらの解決に向けて着実に動いているんだなと感じました。
私たちが直接意見を伝えるのは難しいと感じるけれど、今回のように議会を傍聴したり、「議
会だより」などに目を通して現状を把握し、選挙などがあれば必ず自分の意思で投票する
という形で関わっていきたいと思いました。
　今回の傍聴で「そんなことがあるんだ」と全く知らなかった大津町の課題を知ることが
でき、今の私たちの生活にも関係が深い話題もありました。今後の動きに注目して、課題
解決に向けた動きを見ていきたいです。

　半導体を中心として様々な企業が発達している大津町では地下水や下水道問題などの課
題を今回の一般質問では挙げられており、それぞれの問題への回答を知ることができまし
た。地下水問題については、しっかりとした情報や知識をもう一度身に付けることで公害
の恐ろしさや汚水の影響力を知り、地下水問題の危険性を理解していくべきだと思いました。
また、スピード感を重視すべきだという意見が出ており、計画的に進めるためには、明確
に時期を設定し、周りの方を安心させることにつながる政治の進め方の重要さを学びました。
社会全体の経済状況を踏まえた考えを一人の大人として考えることで色んな問題に関わるこ
とができると思いました。大津町だけでなく、住んでいる市町村や卒業後、生活する場所
についても知りたいと思います。

　初めて議会を傍聴しました。議会中はとても静かで緊張した雰囲気でしたが、休憩に入
ると議員の方が話しかけてくださったりしました。今回傍聴した議会の一般質問では、地
下水の取水量の問題を聞き、TSMC 進出により交通量も増え、渋滞問題もある中で、住
んでいる住民にとっては問題視される内容だと思いました。また自衛隊への個人情報の提
供の除外申請については、そのような制度ができることを知らなかったため、私たち世代
も知ることができるように、学校の廊下にポスターを貼ったり、SNS を活用して除外申請
できることをアップすると若い世代の目にも入るのでは、と考えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田中　璃音さん
（菊池北中出身）

田代　葉夏陽さん
（大津北中出身）

淋　結香さん
（楠中出身）

井芹　涼菜さん
（阿蘇西原中出身）

た なか　   りおん

た しろ　　 は   な  び

い せり　  すず  な

そそぎ　ゆい か
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フォンで読みこむことができるページが多いのも印象的でした。
　このリニューアルは、スマートフォンが身近な若者だけでなく、高齢者にとってもメリットが
あり、すべてをデジタルではなく、あえて紙のまま残し、大きな文字で高齢者も読みやすく
なっています。
　また、大津町は人口が増加傾向で子育て世帯をピックアップすることが多いというお話も
聞きましたが、高齢者の自動車免許自主返納に対する特典や、安価な料金で乗合タクシー
が利用可能といった支援もされており、若い世代・高齢者世代の双方に目を向けた取り組み
がなされていることに感心しました。

　11月12日（水）に尚絅大学現代文化学部３年生25名と大津町議会広報委員5人とで現
代文化学部の課題探求プロジェクト演習の授業の場において意見交換会を行いました。3年
生の学生は、アルバイトなどの社会体験もある関係で、意見交換会の後、率直な個人的意
見を含めたレポートを提出しています。以下学生の考えを抜粋し紹介します。
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翔陽生　大津町議会傍聴に
　１２月１５日（月)、大津町議会（一般質問2日目）の様子を翔陽高校３年次生２０名
(政治経済受講者)が傍聴させて頂きました。７月の参院選の前には模擬公開討論会・模
擬投票の授業を行い、主権者としての意識が高まった生徒たち。今回は議場から見える
眺めの良さに感動するとともに、議会の雰囲気を肌で感じ取ることができました。生徒た
ちのレポートの中から一部をご紹介します。

　議会を傍聴してみて大津町には「いち早く発展していきたい」という想いがとても強くあ
る一方で、政策や具体的な対策がまだ十分に進んでいないという部分もあることを感じま
した。また、大津町に住んでいる人たちが大津町の現状や課題を知る機会が少ないことは
一つの課題だと感じました。今回、政治経済の授業で傍聴したから私たちは色々なことを
学べましたが、そうでなかったら何も知らないまま大人になったかもしれません。若い世代
にも分かりやすく伝える工夫が必要だと思いました。私は大津町の高校生の一人として、町
の未来を「決められる側」から「考えていく側」として関わっていきたいと思いました。例
えば今回の議会傍聴での内容をともだちと共有したり、自分の意見を伝えれる機会があれ
ば積極的に参加し、若い世代の声を町に届けていきたいです。今回の傍聴が、町の未来
を自分事として考えていく良いきっかけになりました。

　私は生まれたときから住んでいる大津町は住みやすく良い町だと感じながら過ごしてきま
したが、課題もたくさんあり、それらの解決に向けて着実に動いているんだなと感じました。
私たちが直接意見を伝えるのは難しいと感じるけれど、今回のように議会を傍聴したり、「議
会だより」などに目を通して現状を把握し、選挙などがあれば必ず自分の意思で投票する
という形で関わっていきたいと思いました。
　今回の傍聴で「そんなことがあるんだ」と全く知らなかった大津町の課題を知ることが
でき、今の私たちの生活にも関係が深い話題もありました。今後の動きに注目して、課題
解決に向けた動きを見ていきたいです。

　半導体を中心として様々な企業が発達している大津町では地下水や下水道問題などの課
題を今回の一般質問では挙げられており、それぞれの問題への回答を知ることができまし
た。地下水問題については、しっかりとした情報や知識をもう一度身に付けることで公害
の恐ろしさや汚水の影響力を知り、地下水問題の危険性を理解していくべきだと思いました。
また、スピード感を重視すべきだという意見が出ており、計画的に進めるためには、明確
に時期を設定し、周りの方を安心させることにつながる政治の進め方の重要さを学びました。
社会全体の経済状況を踏まえた考えを一人の大人として考えることで色んな問題に関わるこ
とができると思いました。大津町だけでなく、住んでいる市町村や卒業後、生活する場所
についても知りたいと思います。

　初めて議会を傍聴しました。議会中はとても静かで緊張した雰囲気でしたが、休憩に入
ると議員の方が話しかけてくださったりしました。今回傍聴した議会の一般質問では、地
下水の取水量の問題を聞き、TSMC 進出により交通量も増え、渋滞問題もある中で、住
んでいる住民にとっては問題視される内容だと思いました。また自衛隊への個人情報の提
供の除外申請については、そのような制度ができることを知らなかったため、私たち世代
も知ることができるように、学校の廊下にポスターを貼ったり、SNS を活用して除外申請
できることをアップすると若い世代の目にも入るのでは、と考えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田中　璃音さん
（菊池北中出身）

田代　葉夏陽さん
（大津北中出身）

淋　結香さん
（楠中出身）

井芹　涼菜さん
（阿蘇西原中出身）

た なか　   りおん

た しろ　　 は   な  び

い せり　  すず  な

そそぎ　ゆい か
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今月の定例会は

3月

6月

12月
9月

本会議動画
配信中

議会だよりが
読めるアプリ

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
12月定例会の傍聴者数のべ112人、ライブ配信再生回数861回  録画配信再生回数362回(1/28時点)  

　議会の一般質問を傍聴しました。傍聴の機会は2回目です。内容として祭り事業

への予算については、大津町の祭り、イベントを第一線で動いている身としてはとて

もありがたい内容でした。問答がスムーズなのは事前に質問が通達してあり、回答

が準備してあるんだろうと、国会と同様で町のバージョンを聞くのは楽しくも思いま

す。しかし、回答を準備してある上で質問に対して本質な部分での回答なのかとい

う疑問も残り、簡単に回答できない問答もあるとは分かる上で、回答ができない問

答を議会でする必要性はどうなんだろうという気持ちもありました。回答ができない

なら当たり障りのない回答より、しっかりと協議した上での回答、そしてそれに対す

る問答を聞きたいという感想もありました。

　どちらにしても、文面では見ない、気付かない内容を議会では聞いて把握できる

ので貴重な経験だなと思いました。

　一般質問、始めて傍聴させていただきましたが、町長との意見のやり取り、色々

な問題の深いところまでのやり取りが凄いな、と思いました。

　こちら側が色々な問題を投げ掛けないと、問題は何も解決しないままなんだな

と思いました。

令和8年2月16日  第114号  発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

3月2日(月)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　3月2日（月）～19日（木）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

　本年は、大津町が町村合併をして、70年となり、

熊本地震から10年となる節目の年です。阿蘇くまもと

空港アクセス鉄道の整備計画、大津町振興総合計画、

大津町都市計画マスタープランなど、これからの大津

町の計画が進められる年でもあります。議会だよりも

町民の方々にわかりやすく町や議会の取り組みを伝え

られるように編集できればと思っております。              

　　　　　　　　　　　　　　　　（村山龍一）

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

議会を傍聴して貴重な体験ができました。

大津町商工会青年部
部長　黒田　晃さん

インスタ
開設しました

公式インスタグラム開設
フォローお願いします。

　「議員って日頃どんなことをしているの」との声をいただき、それに
応えるため大津町議会で公式インスタグラムを開設しました。インスタ
グラム内では議員の紹介や活動を動画などで分かりやすく紹介してい
きます。ぜひ、フォローをお願いします。

矢護川団地 魅力向上プロジェクト ウォールアートの様子

こんな意見も
ありました


